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甦るヴァニタス—〈はかなさ〉と向き合う現代美術
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「ヴァニタス」と聞いて、17 世紀オランダの静物画を思い浮かべるひとは多いだろう。机上の花や
グラスや砂時計などと並んで、髑髏が置かれている、あの独特な絵画である。
人生には必ず終末があること、ひとの生命ははかないものであることを、禁欲的な戒めとして告げ
たものである。ところが、このような宗教的メッセージであったはずの「死とはかなさ」の表現が、
信仰の基盤が失われたはずの現代において、アートのなかに——いかにも現代風のモチーフと表現
メディウムをまといながら——ふたたび甦っているのだ。いったいなぜ今、ヴァニタスなのか。
本書は、日本の美術研究グループがドイツの大学と実施した、現代のヴァニタス・アートについて
の共同研究をまとめたものである。映像・写真・絵画・インスタレーションなど、多彩なジャンル
を横断して、欧米やアジアや日本の作家たちが繰り広げるヴァニタス表現の、時間意識や死生観を
読み解いていく。

＊本書は、2020～2023 年度に実施した科研費基盤研究（B）「近現代美術における
死生観の研究～「ヴァニタス」表象を中心に」（課題番号：20H01206、研究代表者
：香川檀 〈現〉武蔵大学名誉教授）の成果である。）
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